












 

（その三） 
工場又は事
業場の名称 

タカラスタンダード（株） 
関東第一工場 

(２) 揮発性有機化合物の排出等の抑制のための対策 

(１)の計画年度の削減率を達成するために実施した対策について、自主的取組計

画書の別表から該当する記号を選んで記載すること。複数の対策を組み合わせて実

施した場合は、全ての対策について記載すること。 

対策１ 対策２ 対策３ 対策４ 対策５ 対策６ 対策７ 対策８ 対策９ 対策10 

2 1 2 2 3 4 5 3 9 1           

その他（19、29、39、49、59、99）を選んで記載した場合は、対策の内容を次の

欄に具体的に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（その四） 
工場又は事
業場の名称 

タカラスタンダード（株） 
関東第一工場 

(３) 自主的取組実績の評価 

ア (１)の計画年度における削減率についての進捗状況及び達成状況の評価 

評価 
計 画 年 度 の 属 す る 年 度 

平成21年度以前 平成22年度 平成23年度以降 

Ａ 
目標年度の目標達成に
向けて順調に進んでい
る。 

削減目標を達成でき
た。 
 

計画年度の目標を達成
できた。 
 

Ｂ 

目標年度の目標達成に
向けて概ね順調に進ん
でいる（一部に課題が
ある。）。 

削減目標を概ね達成で
きた（一部に課題があ
る。）。 
 

計画年度の目標を概ね
達成できた（一部に課
題がある。）。 
 

Ｃ 
目標年度の目標達成に
困難な課題がある。 

削減目標の達成に困難
な課題がある。 

計画年度の目標の達成
に困難な課題がある。 

備考 評価の欄は、該当するものを○で囲むこと。 

イ 課題と対策 

 製品への異物混入による不良が多く、色替え時の洗浄や清掃の徹底を 

実施しているため、洗浄剤として使用している揮発性有機化合物の 
 
排出量が増えてしまった。 

 2024年度以降は一部無塗装化等の別の異物対策も実施していく計画であり、 

それに期待すると共に揮発性有機化合物の揮発対策に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

備考 この項の記載は任意であること。ただし、アの評価の欄がＣの場合は、必ず記載

すること。 



 

（その三） 
工場又は事
業場の名称 

タカラスタンダード（株） 
関東第二工場 

(２) 揮発性有機化合物の排出等の抑制のための対策 

(１)の計画年度の削減率を達成するために実施した対策について、自主的取組計

画書の別表から該当する記号を選んで記載すること。複数の対策を組み合わせて実

施した場合は、全ての対策について記載すること。 

対策１ 対策２ 対策３ 対策４ 対策５ 対策６ 対策７ 対策８ 対策９ 対策10 

2 1 2 2 3 4 5 3 9 1           

その他（19、29、39、49、59、99）を選んで記載した場合は、対策の内容を次の

欄に具体的に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（その四） 
工場又は事
業場の名称 

タカラスタンダード（株） 
関東第二工場 

(３) 自主的取組実績の評価 

ア (１)の計画年度における削減率についての進捗状況及び達成状況の評価 

評価 
計 画 年 度 の 属 す る 年 度 

平成21年度以前 平成22年度 平成23年度以降 

Ａ 
目標年度の目標達成に
向けて順調に進んでい
る。 

削減目標を達成でき
た。 
 

計画年度の目標を達成
できた。 
 

Ｂ 

目標年度の目標達成に
向けて概ね順調に進ん
でいる（一部に課題が
ある。）。 

削減目標を概ね達成で
きた（一部に課題があ
る。）。 
 

計画年度の目標を概ね
達成できた（一部に課
題がある。）。 
 

Ｃ 
目標年度の目標達成に
困難な課題がある。 

削減目標の達成に困難
な課題がある。 

計画年度の目標の達成
に困難な課題がある。 

備考 評価の欄は、該当するものを○で囲むこと。 

イ 課題と対策 

 材料製造タンクの色替え時に揮発性有機化合物を使用して洗浄を行うが、 

配管内に揮発性有機化合物が残留するため、材料の使い初めに少量払い出し、 
 
産業廃棄物として廃棄していた。  

今年度は配管構造を改善し、揮発性有機化合物が配管内に残留しにくくする 

ことで廃棄量削減を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

備考 この項の記載は任意であること。ただし、アの評価の欄がＣの場合は、必ず記載

すること。 



の量について有効数字２桁で記載すること。 
４ 計画年度の排出等の量の実績値は、当該年度に工場又は事業場から排出及び飛散した揮発性有
機化合物の量について有効数字２桁で記載すること（１キログラム未満の場合は、小数点以下第
２位を四捨五入して得た数値を記載すること。）。 

５ 計画年度の削減率の実績値は、次の式により算出される数値を有効数字２桁で記載すること。 
 {（基準年度の排出等の量－計画年度の排出等の量）／基準年度の排出等の量}×１００ 

（その三） 

工場又は事 

業場の名称 
 
信和産業株式会社 本社工場 

 
 
（２）揮発性有機化合物の排出等の抑制のための対策 
   （１）の計画年度の削減率を達成するために実施した対策について、自主的取組計画書の別表

から該当する記号を選んで記載すること。複数の対策を組み合わせて実施した場合は、全ての対
策について記載すること。 

対策 1 対策 2 対策 3 対策 4 対策 5 対策 6 対策 7 対策 8 対策 9 対策10 
 
 
  
 

 
2 

 
1 

 
5 

 
6 

 
9 

 
1 

              

 
その他（１９，２９，３９，４９，５９，９９）を選んで記載した場合は、対策の内容を次

の欄に具体的に記入すること。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（その四） 

工場又は事 

業場の名称 
 
信和産業株式会社 本社工場 

 
 
（３）自主的取組実績の評価 
 ア (1)の計画年度における削減率についての進捗状況及び達成状況の評価 
 

 
評価 

計画年度の属する年度 

平成２１年度以前 平成２２年度 平成２３年度以降 

 
Ａ 目標年度の目標達成に向

けて順調に進んでいる。 削減目標を達成できた。 計画年度の目標を達成でき
た。 

 
 
Ｂ 

目標年度の目標達成に向
けて概ね順調に進んでい
る（一部に課題がある。）。 

削減目標を概ね達成できた
（一部に課題がある。）。 

計画年度の目標を概ね達成
できた（一部に課題がある
。）。 

 
Ｃ 目標年度の目標の達成に

困難な課題がある。 
削減目標の達成に困難な課
題がある。 

計画年度の目標の達成に困
難な課題がある。 

備考 評価の欄は、該当するものを○で囲むこと。 
 

 イ 課題と対策 
  VOC処理装置の削減率良好。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 この項の記載は任意であること。ただし、アの評価の欄がＣの場合は、必ず記載すること。 

 















 

（その三） 
工場又は事
業場の名称 

株式会社日立産機システム 
習志野事業所 

(２) 揮発性有機化合物の排出等の抑制のための対策 

(１)の計画年度の削減率を達成するために実施した対策について、自主的取組計

画書の別表から該当する記号を選んで記載すること。複数の対策を組み合わせて実

施した場合は、全ての対策について記載すること。 

対策１ 対策２ 対策３ 対策４ 対策５ 対策６ 対策７ 対策８ 対策９ 対策10 

1 1 1 2 2 2 2 9 9 4 9 9         

その他（19、29、39、49、59、99）を選んで記載した場合は、対策の内容を次の

欄に具体的に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 対策４について 

  塗料調合時のビニール袋保護による容器の洗浄回数低減化を行いました。 

 対策６について 

  ワニス・溶剤を多量に使用する製品の製造を終了しました。 

 塗装吊り具の鉤にフッ素コート保護を実施し洗浄シンナー削減を行いました。 

   

 

 

 

 

 

 



 

（その四） 
工場又は事
業場の名称 

株式会社日立産機システム 
習志野事業所 

(３) 自主的取組実績の評価 

ア (１)の計画年度における削減率についての進捗状況及び達成状況の評価 

評価 
計 画 年 度 の 属 す る 年 度 

平成21年度以前 平成22年度 平成23年度以降 

Ａ 
目標年度の目標達成に
向けて順調に進んでい
る。 

削減目標を達成でき
た。 
 

計画年度の目標を達成
できた。 
 

Ｂ 

目標年度の目標達成に
向けて概ね順調に進ん
でいる（一部に課題が
ある。）。 

削減目標を概ね達成で
きた（一部に課題があ
る。）。 
 

計画年度の目標を概ね
達成できた（一部に課
題がある。）。 
 

Ｃ 
目標年度の目標達成に
困難な課題がある。 

削減目標の達成に困難
な課題がある。 

計画年度の目標の達成
に困難な課題がある。 

備考 評価の欄は、該当するものを○で囲むこと。 

イ 課題と対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 この項の記載は任意であること。ただし、アの評価の欄がＣの場合は、必ず記載

すること。 





 

（その四） 工場又は事
業場の名称 

株式会社 パールイデア 
パールデポ関東流通センター 

(３) 自主的取組実績の評価 

ア (１)の計画年度における削減率についての進捗状況及び達成状況の評価 

評価 
計 画 年 度 の 属 す る 年 度 

平成21年度以前 平成22年度 平成23年度以降 

Ａ 
目標年度の目標達成に
向けて順調に進んでい
る。 

削減目標を達成でき
た。 
 

計画年度の目標を達成
できた。 
 

Ｂ 

目標年度の目標達成に
向けて概ね順調に進ん
でいる（一部に課題が
ある。）。 

削減目標を概ね達成で
きた（一部に課題があ
る。）。 
 

計画年度の目標を概ね
達成できた（一部に課
題がある。）。 
 

Ｃ 
目標年度の目標達成に
困難な課題がある。 

削減目標の達成に困難
な課題がある。 

計画年度の目標の達成
に困難な課題がある。 

備考 評価の欄は、該当するものを○で囲むこと。 

イ 課題と対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 この項の記載は任意であること。ただし、アの評価の欄がＣの場合は、必ず記載

すること。 















 

（その三） 
工場又は事
業場の名称 

株式会社 竹中製作所 
本社工場 

(２) 揮発性有機化合物の排出等の抑制のための対策 

(１)の計画年度の削減率を達成するために実施した対策について、自主的取組計

画書の別表から該当する記号を選んで記載すること。複数の対策を組み合わせて実

施した場合は、全ての対策について記載すること。 

対策１ 対策２ 対策３ 対策４ 対策５ 対策６ 対策７ 対策８ 対策９ 対策10 

２ １ ２ ２                 

その他（19、29、39、49、59、99）を選んで記載した場合は、対策の内容を次の

欄に具体的に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（その四） 
工場又は事
業場の名称 

株式会社 竹中製作所 
本社工場 

(３) 自主的取組実績の評価 

ア (１)の計画年度における削減率についての進捗状況及び達成状況の評価 

評価 
計 画 年 度 の 属 す る 年 度 

平成21年度以前 平成22年度 平成23年度以降 

Ａ 
目標年度の目標達成に
向けて順調に進んでい
る。 

削減目標を達成でき
た。 
 

計画年度の目標を達成
できた。 
 

Ｂ 

目標年度の目標達成に
向けて概ね順調に進ん
でいる（一部に課題が
ある。）。 

削減目標を概ね達成で
きた（一部に課題があ
る。）。 
 

計画年度の目標を概ね
達成できた（一部に課
題がある。）。 
 

Ｃ 
目標年度の目標達成に
困難な課題がある。 

削減目標の達成に困難
な課題がある。 

計画年度の目標の達成
に困難な課題がある。 

備考 評価の欄は、該当するものを○で囲むこと。 

イ 課題と対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 この項の記載は任意であること。ただし、アの評価の欄がＣの場合は、必ず記載

すること。 











（その三） 

工場又は事 

業場の名称 
東洋合成工業株式会社 
高浜油槽所 

 
 
（２）揮発性有機化合物の排出等の抑制のための対策 
   （１）の計画年度の削減率を達成するために実施した対策について、自主的取組計画書の別表

から該当する記号を選んで記載すること。複数の対策を組み合わせて実施した場合は、全ての対
策について記載すること。 

対策 1 対策 2 対策 3 対策 4 対策 5 対策 6 対策 7 対策 8 対策 9 対策10 
 
 
  
 

 
３ 

 
１ 

 
４ 

 
９ 

                

 
その他（１９，２９，３９，４９，５９，９９）を選んで記載した場合は、対策の内容を次

の欄に具体的に記入すること。 
 

 
対策2：屋外ﾀﾝｸ貯蔵所の塗装色をｼﾙﾊﾞｰ色から白色に変更し呼吸ﾛｽ量を削減させる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（その四） 

工場又は事 

業場の名称 
東洋合成工業株式会社 
高浜油槽所 

 
 
（３）自主的取組実績の評価 
 ア (1)の計画年度における削減率についての進捗状況及び達成状況の評価 
 

 
評価 

計画年度の属する年度 

2009(平成21)年度以前 2010(平成22)年度 2011(平成23)年度以降 

 
Ａ 目標年度の目標達成に向

けて順調に進んでいる。 削減目標を達成できた。 
計画年度の目標を達成でき
た。 

 
 

Ｂ 

目標年度の目標達成に向
けて概ね順調に進んでい
る（一部に課題がある。）。 

削減目標を概ね達成できた
（一部に課題がある。）。 

計画年度の目標を概ね達成
できた（一部に課題がある
。）。 

 
Ｃ 目標年度の目標の達成に

困難な課題がある。 
削減目標の達成に困難な課
題がある。 

計画年度の目標の達成に困
難な課題がある。 

備考 評価の欄は、該当するものを○で囲むこと。 
 

 イ 課題と対策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 この項の記載は任意であること。ただし、アの評価の欄がＣの場合は、必ず記載すること。 

 



 

（その三） 

工場又は事 

業場の名称 
東洋合成工業株式会社 

市川工場 

 
 
（２）揮発性有機化合物の排出等の抑制のための対策 
   （１）の計画年度の削減率を達成するために実施した対策について、自主的取組計画書の別表

から該当する記号を選んで記載すること。複数の対策を組み合わせて実施した場合は、全ての対
策について記載すること。 

対策 1 対策 2 対策 3 対策 4 対策 5 対策 6 対策 7 対策 8 対策 9 対策10 
 
 
 
 １ ９ ３ ２ ４ ９ ５ １ ５ ２ ４ ９ ３ １ ５ ２ ３ ９   

 
その他（１９，２９，３９，４９，５９，９９）を選んで記載した場合は、対策の内容を次の
欄に具体的に記入すること。 

 

対策１：＊ﾍﾞﾝｾﾞﾝの使用を廃止した。 

対策２：＊蒸留装置のｱﾌﾀｰｺﾝﾃﾞﾝｻｰにｺｰﾙﾄﾞﾄﾞﾗｯﾌﾟを2基増設しVOCを効率よく補足できるようにした 

蒸留装置♯2300のｺｰﾙﾄﾞﾄﾗｯﾌﾟの位置を変更した。蒸留装置♯3400のｱﾌﾀｰｺﾝﾃﾞﾝｻｰを新設した 

3系ﾁﾗｰ装置全体の負荷の見直し、負荷の分散を行った。 

対策３：屋外ﾀﾝｸにﾍﾞｰﾊﾟｰﾘﾀｰﾝ配管を設置した。TK-622、TK-623ﾀﾝｸの遮温塗装を行った。 

対策４：屋外ﾀﾝｸのﾌﾞﾘｰｻﾞｰﾊﾞﾙﾌﾞ及びｴｽﾃﾙ中和釜のﾍﾞﾝﾄから排出されるVOCを吸着除去するため、 

    遊休品のPSAを再稼働した。 

対策５：ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ製造時のｵﾌｶﾞｽ対策としてﾃﾞｨｯﾌﾟ式吸収塔を設置した。 

対策６：屋外ﾀﾝｸにﾍﾞｰﾊﾟｰﾘﾀｰﾝ配管を設置した。 

対策７：H25年度、廃液ﾄﾞﾗﾑに局所排気ﾀﾞｸﾄを設置した。 

対策８：H25年度、各種ｽｸﾗﾊﾞｰ内の封水pHを11以上に管理した。 

対策９：H26年度、PSA稼働ﾃｽﾄ実施（継続）、ｷｰﾊﾟｰﾌﾞﾘｰｻﾞｰを一部設置した。 

    H27年度、PSA洗浄ﾃｽﾄ実施した。 

H28年度、ｷｰﾊﾟｰﾌﾞﾘ-ｻﾞｰ3基設置(TK-15・604・611) 

対策２：H27年度、夏場のﾀﾝｸ散水を実施している。 

対策９:PSAの真空ポンプの更新、シリカゲル、活性炭の更新をした。 

対策１：H29年度、トルエンの販売を中止した。 

対策１：酢酸-n-ヘキシルの生産を中止した。 

 

 

 

 

 

 








